
中華ー民国89年（2000) 7月13日

李
登
輝
前
総
統
が
離
任
後
初
外
遊
に
英
国
訪
問

サ
ッ
チ
ャ
l
元
首
相
と
中
国（
共）
の
民
主
化
語
り
合
う

－私人にビザの制限なし

李
登
郎
前
総
統
は
六
月
二
十
七
日 、

英

国
留
学
中
の
孫
娘
・

李
州
儀
さ
ん
を
訪
ね

る
た
め 、

曾
文
恵
夫
人
と
と
も
に
ロ
ン
ド

ン
に
向
け
出
発
し
た 。

こ
の
外
遊
は 、

李

登
邸
前
総
統
が
五
月
二
十
日
に
総
統
を
離

任
し
て
よ
り

最
初
の
も
の
と
な
る 。

出
発
に
さ
き
だ
っ
六
月
二
十
二
日
夜 、

隙
水
前
総
統
は
李
前
総
統
の
私
邸
で
あ
る

大
渓
鴻
栢
山
荘
に
李
前
総
統
夫
妻
を
訪
ね

て
初
外
遊
を
祝
っ

た 。

こ
の
こ
と
か
ら 、

新
政
権
が
前
総
統
の
外
遊
準
備
に
相
応
の

協
力
を
し
た
こ
と
が
伺、
え
る 。

な
お
今
回
の
訪
英
に
は
孫
娘
訪
問
の
ほ

か
に 、

サ
ッ

チ
ヤ
｜

元
首
相
と
の
会
談 、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
l

大
学
訪
問
な
ど
も
重
要

な
日
程
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る 。

こ
れ
に

つ
い
て
現
地
有
力
紙
の
ロ
ン
ド
ン
・

タ
イ

ム
ズ
は
「
中
国
（
共）
は
李
登
郎
氏
の
訪
英

は
英
国
政
府
の
台
湾
の
主
権
永
認
に
つ
な

が
る
と
し
て
英
国
に
強
烈
な
抗
議
を
し
て

い
る」

と
報
じ
た 。

実
際
に
中
国（
北ハ）
外

務
省
は
英
国
政
府
に
対
し 、
「（
李
登
鮒
氏
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い
か
な
る
身
分
や
名
目
で
の
外
国
訪

問
に
も
断
悶
反
対
す
る」

な
ど
と
反
発
を

見
せ
て
い
る
が 、

英
国
政
府
は
「
李
登
郎

氏
は
す
で
に
総
統
の
械
に
は
な
い

。
一

私

人
の
旅
行
が
中
国（
共）
と
の
関
係
に
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
」

と
明

快
な
法
治
主
義
の
立
場
を
示
し 、

ビ
ザ
を

発
給
し
た 。

帰
国
は
七
月
二
目 。

・サッチヤ｜元首相と会談

李
登
輝
前
総
統
は
英
国
時
間
六
月
二
十

可符3・1fists3iiiP4‘

渇れ岬V

安

UJ

FJj

 

手4F

主L.
6月29目、 李登緑前総統夫妻はケンブリッジ大学を参観

｛「ニュートンのリンゴの木Jの前で）

八
日
午
前 、

ロ
ン
ド
ン
市
内
の
サ
ッ

チ
ヤ

l
事
務
所
に
サ
ッ

チ
ヤ
｜

元
首
相
を
訪
問

し 、

中
国
大
陸
の
民
主
化
な
ど
に
つ
い
て

語
り

合
っ

た 。

サ
ッ
チ
ヤ
｜

元
首
相
は
一

九
九
二
年
に
台
湾
を
訪
問
し
て
李
登
蝉
総

統
（
当
時）
と
会
見
し
て
お
り 、

両
者
は
八

年
ぶ
り
の
再
開
と
な
る 。

こ
の
会
見
に
お
い
て
サ
ッ

チ
ヤ
｜

元
首

相
は 、
「
中
国
は
広
大
な
土
地
と
膨
大
な

人
口
を
擁
し
て
お
り 、

こ
れ
を
基
礎
に
も

し
民
主
制
度
と
自
由
経
済
制
度
を
実
施
し

た
な
ら 、

中
国
人
は
世
界
で
非
常
に
優
れ

た
役
割
を
演
じ
る
こ
と
に
な
ろ
う 。

だ
が

残
念
な
が
ら 、

そ
の
方
向
に
対
し
中
国
は

き
わ
め
て
緩
慢
で
あ
る
」

と
述
べ
た 。

李

前
総
統
は
こ
れ
に
同
立
を一
示
し 、
「
中
国

大
陸
は
か
つ
て
列
強
に
圧
迫
さ
れ
た
が 、

現
在
は
逆
に
覇
権
主
義
に
よ
っ
て
ア
ジ
ア

の
近
隣
諸
国
を
圧
迫
し
て
い
る 。

も
し
中

国
（
北ハ）
が
民
主
主
義
を
実
行
し
た
な
ら 、

人
民
の
創
泣
カ
が
十
分
に
発
怖
さ
れ 、

中

国
の
将
来
が
大
い
に
開
け 、

発
展
す
る
ば

か
り
で
な
く 、

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
械
の
平
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本
誌
妃
事
の
転
裁
に
つ
い
て

本
誌
の
記
事
を
他
の

刊
行
物
に
転
峨
さ
れ
る
場
一

合
は、

本
応
か
ら
転
械
の
旨
を
明
畑山
の
上、

伯
仲崎
一

紙
（
誌）
を
三
郎
必
ず
当
社
あ
て
に
ご
送
付
則
い
ま
一

す。

た
だ
し‘

他
紙
（
花）
か
ら
の
伝
峨
記
事
の
何
一

転
峨
は
凶
くい品
断
り
殺
し
ま
す3
（
中
華
週
報
社）
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和
と

安
定
を
促
進
す
る
こ
と
に
も
な
る
」

と
指
摘
し
た 。

ま
た 、

サ
ッ

チ
ャ
l

元
首
相
が
ア
ジ
ア

金
融
危
機
に
際
し 、

台
湾
が
卓
越
し
た
経

済
力
と
対
応
を
発
揮
し
た
点
を
林
貸
し
た

こ
と
に
対
し 、
十時寸
前
総
統
は
「
台
湾
が
危

機
を
大
過
な
く

釆
り

切
る
こ
と
が
で
き
た

の
は 、

ま
ず
政
府
が
清
廉
潔
白
で
あ
っ
た

こ
と
と 、

中
小
企
業
を
主
体
と
し
た
経
済

構
造
に
起
因
す
る」

と
語
り 、
「
台
湾
は

危
機
に
際
し
臨
機
応
変
か
つ
迅
速
に
経
営

体
質
を
調
蜂
し
た 。

こ
の
た
め
危
機
の
な

か
に
も
一

定
の
経
済
成
長
率
を
維
持
す
る

こ
と
が
で
き
た」

と
指
摘
し
た 。

な
お 、

李
致
純
氏
は
母
校
の
京
都
大
学

訪
問
を
希
望
す
る
と
と
も
に 、

今
年
十
月

末
に
長
野
県
松
本
市
で
開
催
さ
れ
る
ア
ジ

ア
・

オ
ー

プ
ン
・

フ
庁
｜

ラ
ム
に
招
特
さ

れ
て
い
る 。

ま
た
李
登
鯨
氏
は
総
統
現
役

の
一

九
九
五
年
に 、

母
校
の
米
コ
l

ネ
ル

大
学
を
訪
問
し 、

大
学
お
よ
び
米
市
民
か

ら
歓
迎
さ
れ
た
前
例
が
あ
る 。
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